
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

「なにより人のいのちや暮らしをだいじに」 

 「もう戦争はしない」 そう決めた憲法だから… 

オール川崎集会 
 

主催  安倍改憲 NO! オール川崎 
 

代表  川口 洋一 （学習院女子大学名誉教授） 

連絡先  fu9chan@outlook.com 

 

とき 2019 年4 月21 日（日） 14：00～ 

ところ 中原平和公園 野外音楽堂 

清水雅彦 さん  
 

日本体育大学教授（憲法学） 
 

「戦争をさせない 

1000人委員会」事務局長代行 
 

「九条の会」世話人 

 

野外音楽堂 

13：30～ プレ企画 

14：00～ 集会 

15：00～ パレード 
 

終了後   

スタンディング・アピール 

   （武蔵小杉駅） 

「戦争できる憲法にしたくない！」 

「憲法 9条を変えたくない！」 
 

いま、声をあげよう 
 

 

安倍改憲NO! 
 

ゲストスピーカー 

今回の 9 条改憲論は、集団的自衛権行使を認め

た安保法制（戦争法）を正当化し、アメリカと一

緒に戦争をするためのものです。安倍首相は、まだ

改憲をあきらめていません。いま必要なことは、改

憲発議をさせないこと、改憲 NO の世論をつくって

いくこと。そのために、市民と労組と野党によっ

て、3000 万署名を成功させ、参議院選挙で与党の

議席を減らし、安倍政権に退陣してもらいましょ

う。4 月 21 日の集会をその第 1 歩にしましょう！ 
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「安倍改憲 NO!オール川崎」結成アピール 

安倍首相は、２０２０年に自衛隊を明記した新憲法を施行すると宣言し、今国会では自

衛官募集を拒否している自治体を攻撃し、自衛隊明記は政治家の責務とすら述べていま

す。下村自民党憲法推進本部長は、憲法審査会の開催を急がせるとともに、統一地方選で

積極的に憲法論議をするよう指示しています。 

安倍首相が、その政治生命をかけた改憲を断行するのであれば、５月以降、改憲発議の

危機は格段に強まります。 

 

２０１５年９月１９日強行採決された安保法制は、海外の戦争を容認する点で憲法違反

ですが、安倍改憲は、この違憲状態を解消するために、安保法制を廃止するのではなく、

憲法自体を変えようとするものです。憲法９条への自衛隊明記と緊急事態条項の新設を核

心とするこの改憲を許せば、戦争放棄、戦力不保持、交戦権否認をうたう平和憲法は完全

に踏みにじられ、日本は再び｢戦争する国｣に変えられてしまいます。 

 

自衛隊を憲法上の機関として位置づけた場合、その影響ははかりしれません。自衛のた

めに必要として、膨大な国家予算が自衛隊予算として使われ、その財源確保のために社会

保障費が削減されたり、増税が予想されます。また、自衛隊の任務・活動に必要なことは、

「公共の福祉」にかなうとして、産業、教育、運輸、医療がその実現のために動員され、

その影響は国民生活全般に及ぶでしょう。 

  

 平和憲法最大の危機を迎えた今こそ、主権者たる私たちが、立場の違いを超えて、安倍

改憲ＮＯ！の一点で連携し、憲法と国民の生活を守る壮大な国民運動を作り出すことが求

められています。その要は、志を同じくする全ての労働組合と市民の共同です。 

 中央では、総がかり行動実行員会が結成され、市民を中心にナショナルセンターを超え

た労働組合との連携が実現しています。今やこの連携は、地方においても、実現されなけ

ればなりません。 

  

 これまで各地域で地道に平和運動を担ってきた私たち市民は、川崎の地において安倍改

憲に反対する強力な運動を作り出すため、一堂に会して連携し、安倍改憲に反対するあら

ゆる労働組合その他の団体及び市民に賛同を呼びかけることを決意しました。 

 本日の「安倍改憲 NO!オール川崎」結成集会は、改憲反対の「総がかり運動」を地域か

らつくりだすその第１歩となるものです。 

 

私たちは、安倍改憲に反対する全ての市民、学生、労働組合、団体、立憲野党に対し、共

同して、安倍改憲反対の運動に立ち上がることを呼びかけます。 

 

2019 年 2 月 16 日 

「安倍改憲 NO!オール川崎」結成集会参加者一同 


